
様式４

学校番号

令和 8 年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　計画段階　）

福岡県立 戸畑 高等学校

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

「一生懸命がかっこいい」と努力する生徒一人一人が輝ける学校

Think globally. 　地球規模で考える力
　　　志を高く掲げ、様々な課題の解決に挑戦する気概を持ち、多様な人々との協働の中でこれまでの常識や
       社会の枠組みを超える新たな価値を創り出す

Act locally. 　  　地域で行動する力
　　　戸畑高校だから学びあうことができる「宇宙」「アントレプレナーシップ（起業家精神）」「環境」「国際交流」などを通して、
       持続可能な地域の創り手となる

Build strong friendships.　一生懸命挑戦するからこそ生まれる強い絆
 　 　真剣に挑む友がいる、温かく励ます師がいる、協力を惜しまない先輩がいる、伝統をつなぐ後輩がいる、
       成長を見守る人たちがいる　　戸畑高校だから

Achieve your potential.　  一人一人の可能性の最大化
       生涯にわたって主体的に学び続け、自らの人生を舵取りする力を育む

Try something new. 　わくわくする人生を切り拓きたい人
　　 【自主】 勉学、学校行事、部活動、ボランティア等、戸畑高校で新しい何かに挑戦しよう

Open your mind to other perspectives.　　自分も他の人も価値ある存在として尊重しようとする人
　　 【調和】国際交流や地域活動を通して学びあい高めあおう

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）
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部 課

・多様な他者と学びあい、内省を深め、言語化することにより、自らの人生を舵取りする力を育む。

・国際交流活動等により実践的英語力と国際的視野を養い、グローバル人材の育成に注力する。

・高い目標への挑戦を丁寧に支援し、失敗を恐れず挑み続ける心を育てる。

学びあい高めあう「主体的・対話
的で深い学び」の推進

・ＩＣＴやAIを活用し、生徒を主語にした学びの実践と着実な学力の伸長を図る。

校内・校外におけるICT機器を活用した授業実践例を職員に提供していく。

ICT機器及び生成AIの活用能力を向上を図る研修を企画する。

生徒用タブレットの使用ルールを周知及び徹底させる。

生徒の学習に生かせるGoogle機能の活用実践例を職員に提供していく。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

授業アンケート、面談
生徒用タブレットの効果的
な活用

生徒との情報共有にGoogle classroomを活用する。

個別最適な学びの機会の
提供

適宜、生徒の学習到達度の把握ができる機会を設ける

授業を中心とする学びについて、その目標を生徒に明確に示す。

　昨年度は、他者と協働しながら挑戦し
続ける力を育むことに焦点を当て、心理
的安全性を高める教育活動を推進し、
学校全体に「学びあう」雰囲気を醸成す
ることができた。中長期的な視座に立っ
た現状分析を行い、課題解決に向けた
具体的方策を関係者間で共有し、外部
専門家等の協力も得ながら組織的な対
応を行った。教育課程や各学校行事の
意義、「総合的な探究の時間」の内容、
そして、スクール・ポリシー及び校内組
織について見直し、改編を行い、学校力
強化のための基盤を整えた。
  今年度の創立９０周年を契機に「戸高
ブランド」の発信を戦略的に行い、コミュ
ニティ・スクール導入により「学びあい高
めあう」学校として本校の使命を果たす
べく積極果敢に教育活動を展開してい
く。

各教科の学習や学校行事、部活動、生徒会活動等に主体的に取り組む中で、他者と協働しながら挑戦し続ける力を育むとともに、独
自のキャリア教育プログラムにより課題解決能力を伸ばし、予測困難な時代を心豊かにたくましく生き抜き、国際社会や地域の発展
に貢献する高い志を持った人材を育成する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

・「戸畑アカデミア」を柱に先哲の考え方を礎とした問いを立て、生涯にわたって主体的に学び続ける力を育成する。

・柔軟な教育課程の研究開発を通して余白を生み出し、学問につながる学びへの深化を目指す。

学びあい高めあう豊かな人間性
の育成

・心理的安全性を高める教育活動を推進し、人間ならではの感性と社会貢献の意思を育む。

・自分も他人も価値ある存在として、互いの命と人権を尊重する意識の涵養を図る。

・「戸高安全の日」を中心に、ユニバーサルデザインの視点から安全安心な学習環境を整える。

学びあい高めあうキャリア教育
の強化

評価項目

学びあい高めあう学校力の創造

・OJL並びに業務の効率化と不祥事防止に努め、学びあい高めあう教職員集団として組織力を強化する。

・創立９０周年を契機に「戸高ブランド」の発信を強め、安定的な志願者確保につなげる。

・「文教のまち　戸畑」の教育資源を生かし、課題解決と価値創造に挑戦する学校力を構築する。

授業アンケート

英作文の添削・評価システム「CLaLa」活用による学習効果を検証する。

着実な学力の伸長

ICTやAIを活用した学びの充実

学事に関する業務遂行の
確立

教務規定に関する課題発見の場合は、推進部会及び教科主任会議を開く。

校務支援システム処理に関する操作マニュアルの作成とその配布を適宜行う。

校務支援システムの新たな機能を活かした情報処理の方法を3つ実践する。

主体的な学びを促す授業
改善

授業において、生徒の理解度を把握できる発問を必ず行う。

生徒対象の授業アンケートを７月・１１月の２回実施し、授業改善に生かす。

生徒に課す課題等の内容とその成果について、各学期に1回検証する。

ICTやAIの活用の推進

授業アンケート
公開授業等における参観者アンケート

内部アンケート

学
事
・
情
報
課

授業等の学習活動において意図的にスモールステップを設定する。
深い学びへの深化

生徒を主語にした学びの
実践

授業アンケート担任及び教科担当教員は生徒個々の心理的安全性を図る手立てを講じる。

授業アンケート授業はもちろん、考査や課題等において学習到達度に応じたものを提供する。

各科目において、その科目の枠を超えた学びの実践を行う。

評価
（総合）

学校運営計画（４月）

推
進
部

研
究
開
発
課

本校の教育目標達成のための新し
い教育課程の構築

研究指定校としての役割
発揮の履行

次期学習指導要領を見据えた教育課程の在り方について議論を重ねる。

内部アンケート数学科、理科の新たな授業実践に携わり、協働して検証を進める。

先進的な教育実践校を訪問し、その情報を全職員で共有する。

柔軟な教育課程による効
果的な教育課程の開発

令和９年度以降の教育課程を作成する。それを検証していく。

授業アンケートキャリア部と連携を図り、大学等が求める学力を検証し、整理する。

教科主任会議を適宜実施し、教科・科目の課題共有を行う。
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校内・校外の環境整備

清掃や学校行事等を通して、校内・校外への環境美化意識を高め、生徒の公共心
を養う。

生徒会だよりを発行し、生徒の活躍、活動内容について発信する。

部活動の充実

申込・手続き・確認等を滞りなく行い、生徒の学習・進学支援を行う。

学校生活アンケート・保護者チェックリスト

グループエンカウンターや学校行事等を通じて、自己理解・他者理解を深め、より良
い人間関係の構築を図る。

生徒が抱える諸問題に対し、関係者・関係機関が早急に連携する。

庶
務
課

防災意識の高揚

防災避難訓練の実効性の
更なる強化

有事を想定した避難行動計画を見直し、実効性あるものにする。

学校生活アンケート・保護者チェックリスト関係機関との事前の打合せを綿密に行い、円滑な訓練を実施する。

訓練を踏まえ、生徒自らが登下校時の安全確保行動について考える機会とする。

防災について学びあい、災
害に備える力の育成

地震・火災時の避難行動について、日頃から考えておく重要性を理解させる。

学校生活アンケート・保護者チェックリスト地震・火災以外の自然災害への対応について、避難行動を整理・確認する。

防災・減災行動について、生徒自らが自分事として考える機会とする。

学校力の創造

９０周年式典の円滑な実施
に向けた計画

式典の企画・運営を確実に行い、生徒の帰属意識の向上をねらう。

学校生活アンケート・保護者チェックリスト関係部署と連携し、実施内容や業務の調整・見直しを効果的・効率的に行う。

職員・生徒へ早めの計画提示を行い、ゆとりある準備が行えるようにする。

奨学金の不備のない案
内・手続き

課題を発見し、解決策について考え実行できるよう支援する。

短期・長期の目標を設定させ、達成に向けた生徒の主体的な活動を支援する。

在学中の募集と卒業後の募集を分類・整理し、分かりやすい案内に努める。

案内方法を再検討し、必要ある生徒・保護者等へ確実に周知する。

保
健
・
整
備
課

保健活動の推進

保健教育

学校行事等を活用し、保健教育を実施する。
学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

教科・科目と連携し、ワンヘルス教育を計画的に実施する。

生徒の実態に即して、個別の保健指導を行う。

保健室・保健委員会の活
性化

保健室の適切な利用について周知する。
学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

「ほけんだより」の充実を図り、疾病等の予防・再発防止をめざす。

保健委員会の活性化を図る。

安全・安心な学校環境整備

教育相談活動の実践と充
実

心身に関するアンケートを実施することで、個々の生徒が抱える諸問題に対し、早
期発見・早期対応を行う。

学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等戸高安全の日に、部室や活動場所の点検を行い安全に活動できるようにする。

美化委員会の活性化を図る。

生
徒
支
援
課

豊かな人間性の育成

自己肯定感・規範意識の
向上

全職員からの生徒に積極的な挨拶や声掛けを行う。
学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

HR・講演会・部活動においてSNSの使い方について指導する。

交通安全指導や安全教育を行う。

自他の価値を尊重する精
神の涵養

特設授業は１，２年生は年３回、３年生は２回実施し、人権・同和推進委員会、学年
で実施内容を十分に検討する。

学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

人権週間の朝読書の時間には、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた人権に
係わる読み物を読ませるなど、人権感覚を豊かに育む機会を設ける。

職員の人権教育に関する外部学習会への参加を積極的に促し、自己啓発を行う。

課題解決能力の育成

生徒会活動・学校行事の
充実

生徒一人ひとりに明確な目標を設定させ目標達成のための挑戦を支援する。
学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

育
成
部

学校生活・いじめアンケート・保護者チェックリス
ト・面談等

戸高安全の日に、部室や活動場所の点検を行い安全に活動できるようにする。

適切に休養日を設定し、生徒の技能や体調に合わせた無理のない指導を行う。
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学校や社会に対する
貢献意識の育成

「凡事徹底」の実践

挨拶や礼儀作法、掃除や整理整頓、約束や時間の厳守等の日常的支援を行う。

学校生活アンケート、学習状況リサーチ受験生としての生活習慣や学習習慣の定着に向けた見守りや声掛けを行う。

些細な変化を見逃さず、褒めることを通して、生徒の自己肯定感を高める。

創立９０周年に相応しい
牽引力のある生徒の育成

先哲の考え方を伝え、生徒に問いを立て考えさせることで、あらゆる場での主体的学びを促す。

学校生活アンケート生徒が他者と協働しながら計画・実行・反省を深め、学びあえるための支援を適宜行う。

生徒同士の連絡・調整はSNSを極力控え、直接的な対話を主とさせることで、人間ならではの感性を養う。
3
学
年

キ
ャ
リ
ア
部

希望進路実現を可能にするための
学力の向上

心理的安全性の向上と
豊かな人間性の育成

1
学
年

何事にも主体的に挑戦し続ける
チャレンジ精神の育成

校外活動への積極的参加

各種研修やボランティア活動への参加を促す。

学校生活アンケート、学習状況リサーチ日本の次世代リーダー養成塾や、知の創造塾への積極的参加を呼びかける。

オープンキャンパス等への積極的な参加を促し、進路目標の具体化を図る。

中堅学年としての意識醸
成

先輩を支え、後輩を引っ張っていく、中堅学年としての意識を育成する。

学校生活アンケート、面談学校行事、部活動等、各活動の中心として活躍できる人材を育てる。

海外研修やインド交流を通して、学び合うことでお互いを高めていく。
2
学
年

主体的に学び続ける意識の伸長と
高い目標へ挑戦する心の育成

学びあい高めあう学年集
団の雰囲気作り

安心して学習に集中できる授業の雰囲気を作り、学習意欲を高める。

授業アンケート、面談授業や課題、個別の声掛け等、生徒の状況に合わせて学習支援を行う。

難関大志望者や成績上位者が切磋琢磨しながら自走できる集団の礎を作る。

進路意識の向上と目標の
明確化に向けた支援

大学の学部・学科研究を進めることで進路の選択肢を広げさせる。

学習状況リサーチ、面談社会人講演会、大学の出前授業等の進路ガイダンスにより職業観を育成する。

各大学等や予備校主催の説明会を活用して必要な情報収集を行い、学年団で共有する。

個人面談を綿密に行い、生徒の学習・生活状況を把握し、目標達成への適切な支援をする。

一般選抜、学校推薦型・総合型選抜等、個に応じた適切な出願を支援する。

高い目標へ挑戦する力、
失敗を恐れず挑み続ける心の育成

組織的かつ計画的な
生徒を主語にした学びの
ための支援

個に応じた的確かつ丁寧な
進路支援

習熟度別授業や終礼テスト等を通して、着実な学力の定着を支援する。

課外授業、校外模試の受験等、個別に適切な学習機会を提供し、支援する。

添削指導やＩＣＴの活用を通して、進路希望に応じた丁寧な個別最適な支援を行う。

授業アンケート

基本的習慣の確立支援
自他を守る環境作り

ルールの順守、挨拶・礼儀・他者配慮等の大切さを学校生活全般で伝え続ける。

学校生活アンケート、学習状況リサーチ、面談個人面談を密に行い、生徒の生活状況を把握しつつ適切な支援をする。

生徒情報を職員間で丁寧に共有することで、チーム支援をしていく状況を作る。

学校行事や校外活動での
積極性の育成

目的や伸ばしたい資質等を行事毎に生徒に伝え、意欲的に取り組ませる。

学校生活アンケート、面談協働し互いを認め合う機会を通して、心理的安全性と自己肯定感を高める。

行事の運営に積極的に参加させ、生徒主体の伝統を継承する意識を持たせる。

高い目標を持つ集団作り

探究活動を通して自己理解・他者理解を進め、社会の諸問題に目を向けさせる。

研修に参加した生徒を中心として、高め合う集団を作っていく。

難関大講座を通して、学習面におけるリーダ-を育てる。

夕読書の時間を設け、生涯学び続ける姿勢を涵養する。

個人面談をこまめに行い、高い目標設定を奨めていく。

戸畑アカデミアを通して、将来につながる探究活動にしていく。

難関大志望者や成績上位者を中心に、高め合う雰囲気を醸成する。

第一志望調査、学習状況リサーチ

授業アンケート、面談

進路意識の向上 第一志望調査、学習状況リサーチ、面談

進
路
支
援
課

個々の進路目標に向かって
一生懸命挑戦する生徒の育成

進路目標の明確化

個別面談を一日一人以上実施し、将来の目標を自分事として考える機会を作る。

学習状況リサーチ・第一志望調査社会人講演会、高大連携、進路HRを通して広い視野と職業観を育成する。

HR・集会等の講話に社会貢献や学問研究等の内容を織り交ぜ、進路意識を高める。

個別の進路希望に対応で
きる教員の支援力の向上

作問検討や入試問題分析を通して入試に対応できる教科指導力を育成する。

学問分野や大学等の情報を職員間で共有し、全職員で安定した進路支援を図る。

小論文指導や面接指導についての研修を行い、職員の支援力強化を図る。

校外活動への積極的な参加と
学びあい高めあう生徒の育成

校外活動に関する情報の
周知と積極的な声掛け

各学年に校外活動の情報とその目的を適宜周知して、参加を募る。

学習状況リサーチ・第一志望調査参加した研修の事後発表等を通して、学年・学校全体の進路意識の向上を図る。

オープンキャンパス等の積極的な参加を促し、進路目標の具体化を図る。

協働する集団づくりと難関
大を目指す生徒育成

難関大対策講座や志望別集会等を通して、切磋琢磨して自走する学習集団を作る。

学習状況リサーチ・第一志望調査各教科で個別添削指導を強化し、難関大学志望者の意識と学力の向上を図る。

地域交流や国際交流を通して、自ら課題を発見し、解決に取り組む姿勢を育成する。

学習状況リサーチ・第一志望調査
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様式４

事
務
室

業務毎にさらなる標準化を図り、効率化を推進する。

相互チェックを徹底し、ミスのない事務処理に努める。

各種コンクールへの挑戦

地域に開かれた学校づくりを目指
すための広報活動の充実

学びあい高め合う国際交流及び地
域交流の実施

コミュニティースクール設立のため
の諸準備の推進

各自が達成感を持てる探究活動の
推進

課題研究発表会の充実

多くの生徒が専門家による助言を受けられる環境を整える。

Time Tactを効果的に活用する。

班研究後、各自振り返りを行い、成果物を作成する。

大学主催の発表会への参加を促進する。

戸畑区や北九州市との連携を促進する。

充実した課題研究を行い、各種コンクールに生徒を挑戦させる。

CSディレクターとの連携

図書委員会活動の活性化

定期的な会合の実施と指導を行い、図書委員会の活性化を図る。

充実した年間計画を作成する。

研究助言協力者を発掘する。

関係機関との円滑な連絡を図る。

インスタグラムにより戸高の魅力を発信する。

海外研修の成果発表を行い、生徒全員で海外への知見を深める。

ホームページの随時更新により学校情報を発信する。

学校案内及び動画等を活用して学校紹介を積極的に行う。

海外研修を円滑に実施する。

イマージョン授業を計画的に実施し、内容を充実させる。

コミュニティスクールとしてどうあるべきか、地域から求められていることを把握する。

地域からの要望を学校教育目標に照らし、教育活動にどう取り込めるか検討する。

スピード感をもって連携を実践する。

図書館の配置等を工夫し、授業及び学校行事による図書館利用を促進する。

定期的に教科主任等の意見を集約し、図書選書委員会の活性化を図る。

様々な媒体を用いた学校
情報の適宜発信

授業アンケート

学校運営協議会

学校生活アンケート・参加者アンケート

学校生活アンケート・授業アンケート・学習状況リ
サーチ

積極的な案内や研修成果の共有を行い、校外研修、先進校訪問を推進する。

校内外の様々な教育資源を生かして、若年教員研修の充実を図る。

学びあい高め合う授業力
の向上

研究授業の集約と職員への声かけを通して、相互授業参観週間の充実を図る。
学校生活アンケート・授業アンケート・学習状況リ
サーチ

学校生活アンケート・参加者アンケート

本校の魅力を伝える広報
活動の充実

全職員による計画的な中学校及び塾訪問を実施する。

魅力あるオープンスクール・部活動見学会を実施する。

PTA新聞の改善協力等PTA活動との連携を強化する。

推進部と連携し、アンケートの検証を通して、公開授業日の充実を図る。

執筆者への声かけを適宜行うことで、研究紀要「誠樹」の充実を図る。

学校図書館の充実と積極
的活用

図書館に関する広報を充実させ、生徒による図書館利用を促進する。
学校生活アンケート・授業アンケート・学習状況リ
サーチ

体験入学アンケート・学習状況リサーチ

安心して学べる学習環境の整備

定期監査、会計事務指導

新システムの導入が予定されているため、操作研修等を確実に受講し、スキルアップを図る。

授業アンケート

生徒の意欲を高める授業
及び研修の実施

学校運営協議会との連携

学校生活アンケート・学校運営協議会

90周年関連行事等の円滑な運営に尽力する。

学校力向上のための創意工夫に努め、教育の質の向上に貢献する。

将来的な事務職員定数削
減を見据えた、効率的でミ
スのない事務処理の確立

安全な学習環境の確保

危険箇所の総点検及び改善を進め、安全な学習環境を維持する。

定期監査、会計事務指導

ALTオンライン英会話等を活用し、インド交流の活性化を図る。

インド関連の資料、掲示物、書籍等を用いて、インド交流の充実を図る。

体験入学アンケート・学習状況リサーチ

広
報
・
交
流
課

C
S
探
究
課

学校生活アンケート・授業アンケート・学習状況リ
サーチ

北九州地区高等学校図書館協議会関係行事を円滑に運営する。

一人一台端末を活用して、図書館だより・新着図書案内の充実を図る。

インドの高校生との交流の
充実

インドの高校との交流会プログラムの充実を図る。

研
修
・
図
書
課

研修推進による学校力の強化

学びあい高め合う教師力
の向上

計画的な実施と、魅力ある講師の選定を通して、校内研修の充実を図る。

図書館環境の整備推進及び図書
委員会活動の活性化

創
造
部
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